


（別紙）令和６年度第２回北播磨広域定住自立圏共生ビジョン懇談会・会議の経過 

発言者 会 議 の 経 過  ／  発 言 内 容 

委員 

担当 

委員 

委員 

担当者 

１ 開会 

２ 座長あいさつ 

３ 議事 

協議事項 

(1) 北播磨広域定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱の改正について 

  事務局から説明 

  質問、意見等がないため、資料１のとおり改正 

(2) 第３次北播磨広域定住自立圏共生ビジョンに係る新規連携事業につい

て 

(3) 第３次北播磨広域定住自立圏共生ビジョンの素案について 

  関連する協議事項のため、一括で協議 

【質疑応答等】 

（移住定住促進事業について） 

自分の町で言いますと、本当に若者が流出しています。高齢者が多く、移住し

てくる人もおらず、区長をする者もいなくなることが見込まれます。高齢者や空

き家が増えることから、真剣に移住定住を考えるべきだと思っています。どうし

たら良いかを考えると、PR が重要だと思います。色々な施策をしていますが、そ

れを発信する力が弱いと思います。U ターン情報を観光地、正月やお盆に人が集

まる店舗等に置いている自治体があります。広報に載せてもほとんどの人は見な

いと思います。しかし、道の駅等に置くと帰省してきた人等が見ます。PRをどう

するかを考えていくべきだと思います。他にも同じようにスーパー等の店舗に置

いている自治体があります。取り組んでいることもあるかもしれませんが、道の

駅等のみんなが集まるようなところに置いて集客するのが良いと思います。それ

から、なぜ人が帰ってこないかということを考えていただきたいです。良いとこ

ろも多くあるが、周知する機会がないので、どうすれば周知しやすいかをこうい

う場で議論するべきだと思います。 

良い所をどうPRするかが重要だと日々業務をしながら感じております。その点

でも3市1町で連携して都市部でPRすることは重要だと思っています。 

関係人口という言葉もあります。いきなり移住するのはハードルが高いので、

まずは良さを知ってもらうことが重要です。知らないと良さ分からず、行ってみ

ると良さがわかると思います。住んでいた人は良さを分かっていると思うのです

が、来たことない人にとっては未知の世界なので、知ってもらうことに工夫がい

ると思います。 

（圏域農産物の学校給食での使用事業について） 

県でも地産地消が推進されています。地元で体制を固めてからとというのもそ

の通りだと思いますし、工業製品ではないので正確なサイズが決まっていないの

で、扱いが難しいところもあると思います。しかし、何かできるような形で持っ

ていっていただけると良いかなと思います。 

現状を踏まえると、色々と問題を解決しながら取り組んでいかないといけない

と思っています。実際、地元農家の育成、連携が進むことで、取組が可能になる
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と思っています。現状で農業について、集落営農、組織化、地域計画に基づく担

い手の育成、そういった取組もあります。農業者の育成が進み、安定的な供給に

ついても一緒に検討を進めていきたいと思っています。 

次の段階がなるべく早く来ることを期待しています。 

（南海トラフの給水体制、復旧計画の構築に関する事業について） 

８月に南海トラフ地震臨時情報が出ました。また、能登の復興がかなり遅れて

いる状況です。県のホームページに、南海トラフ地震で上下水道の被害想定が掲

載されています。加西市で水道の断水が1,978人、加東市は967人、西脇は2,332人、

多可町は758人、下水道が3市1町で1,059人とあります。上下水道は一番重要なの

で、私も調べる良い機会になりました。今後、必ず起きるので、実際は想定より

も大きいかもしれないし、小さいかもしれないです。本当に国や県レベルの話だ

と思います。3市1町でどの程度できるのかはなかなか難しいと思います。能登を

見ていると復旧はかなり厳しいと感じます。南海トラフとなると更に大きな規模

なので、考えていただきたいと思いました。能登でも考えられていたと思うので

すが、実際にはあまり機能していないということが起こっています。3市1町で小

さなことでもいいので、やっていただけるとありがたいということで提案させて

もらいました。 

図上訓練について発信いただけるということで、実際に住民の方々に市町が取

り組んでいると発信できるのでありがたいと思います。 

人口が減少し、国、市町の収入がかなり落ちることは間違いないです。効果の

高い事業、人口が減少しても緩やかにソフトランディングするにはどうしたら良

いのかを考える必要があります。税収が減ると人件費も減らす必要が出てきます。

少ない人数で効果を上げていくことが求められるようになります。そう遠くない

未来だと思います。記載のあるように、加西市でも西脇市でも1万人規模で減るこ

とが予測されています。実際、黒田庄と合併した時の4万6千人ぐらいから3万6千

～5千人まで減っており、更に1万人くらいそこから減るとなると優先順位を考え

るべきだと思います。次回の時は優先順位を考慮して、事業を構成していただけ

ればと思います。もう目に見えてるわけで、もうそろそろ真剣に取り組まないと

いけないと思っています。 

第３次共生ビジョンには具体的には出てこないかもしれませんが、どこかの機

会で動けるように考えていただけるとありがたいと思います。 

（観光ルートの開発、イベント出展、意見交換会の実施について） 

実施していただけることは非常に評価したいと思います。また、共生ビジョン

は、必要な具体的な取組を明らかにすることが目的になっています。明らかにす

るということは、当然実施する、最終的には実施しなければならないと思ってい

ます。特に観光事業であれば担当者が一緒に知恵を絞って、協力すれば、必ず可

能だと思っています。これからの実施を期待して見ていきたいと思いますので頑

張っていただけたらと思います。 

移住定住の話と結びついてくると思います。観光で人を呼んで、関係人口が増

えて、移住に結びつけば良いのかなと思います。横の連携を密にやっていただけ

ればと思います。 

去年は紅葉のスタンプを押すイベントがあったように思います。紅葉の季節は、
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行くところがたくさんあります。ルートも非常に大切だと思います。ただ、いつ

行くかという時期の問題もあります。3 市 1 町の中で、ここの紅葉はこの辺りで

一番だと言う人が結構おられる場所がありますが、それは一番ピークに来ている

からそう言われるのです。例えば、ピークから外れたり、ピークが終わってから

行っても、魅力が伝わりません。いつ行くかが大切です。一番綺麗なときに行け

るかどうかが一番ポイントだと思います。ピークだとか、いつが綺麗かという情

報を上手く発信してもらいたいです。初めて行ったお寺で、私が行った時は全然

ピークではなくて、残念に思ったことがあります。いつ行ったら良いか分かりま

せんでした。今だと加西市ではここがピーク、西脇市ではここがピークで、効率

的に回るにはこのルートが良いという発信があると、周回することができます。

SNS に掲載する人も多く、写真撮る人がたくさんいます。そういう取組があると、

若い人も年配の人も、写真を撮る人にたくさん来てもらえて、魅力が伝わると思

います。 

紅葉のピークに各市町で揃えて周回するルートを発信することは、気温等の関

係もあり難しいと思いますが、ご意見をふまえて検討させていただきたいと思い

ます。 

今年度につきましては紅葉ではなく、趣向を変えて新緑のスタンプラリーを実

施しました。紅葉の季節とはまた違った雰囲気で、すごい清々しくて綺麗だとい

うご意見をいただいております。また、紅葉の時期とは違う時期の見どころとい

うところも各市町と連携しながら話し合っていきたいなと思っております。 

（スクールバス活用事業について） 

地域の移動ニーズに応えるため、特に交通空白地においてスクールバスの活用

を検討することは地域の活性化及び限られた輸送資源の活用に繋がり、有効な方

法であると考えています。今後各市町で検討を進める際に、市町ごとにスクール

バスの事業規模や使用する車両タイプが異なることを踏まえながら、一方で、各

地域の具体的な状況や課題を把握し、それを基に生活交通路線としての必要性や

実現可能性、どのような形で提供することが最適かを検討することが重要だと考

えています。併せて、既存の公共交通のネットワークとの調整や役割分担の協議

も重要だと考えております。引き続きよろしくお願いいたします。 

（子育て支援事業について） 

北播磨エリアで思うのは、子育ての鍵となる施設等がありません。他のエリア

では、大きな施設があったり、施設に相談員がいてショートステイで子どもをす

ぐに預かってもらえたり、児童相談所に代わるものがあります。子どもの相談を

専門的に 24 時間聞いてくれるようなところも兵庫県内の他のエリアではありま

す。そのため、子育て支援をされる方が機関に替わることができるぐらいスキル

アップしていきたいという意味を込めてこのような事業をされることは有意義で

あると思います。 

将来的に、子育てを考えていくのであれば、施設とは言いませんが、相談にい

つでも行けるような拠点があれば、困っておられる方々やその方々のニーズを情

報収集することができると思います。そのような拠点も今後、目標の一つに考え

ていただけるとありがたいと思います。 

現状、365 日 24 時間対応の子育ての相談に対応できる施設はありません。DVで

あったり児童虐待であったりの分野だと思いますが、その分野に関しましては、

所管部局と連携しながら今後検討していきたいと思います。施設の拠点というと

ころでいうと、各市町の児童館や子育てひろばで、事業を展開しているところで
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ありますが、そういったところを活用することが考えられます。一方で、こども

園の無料化により預ける方が増加しています。これはどうかと言われる部分もあ

りますが、労働力が不足する社会の中で女性の活躍も言われており、小さいころ

から預けられることは必要なことだと思っています。全体的な子育て施策として

考えていく必要があると思っています。 

（性的指向・ジェンダーアイデンティティの多様性啓発推進事業について） 

事業費が 0円になっていますが、よろしいのでしょうか。 

合同研究会は、担当者で実施しますので、基本的に 0 円になります。共同事業

はどのようなことを実施するか今のところ未定となっておりますので現時点にお

いては 0円になっております。 

合同研究会の対象は内部の人ということですか。 

東京で大規模な啓発イベントが今年の 4 月に行われました。企業がスポンサー

となり、2日間で延べ約 27 万人を集めて開催されました。規模を縮小したとして

も、圏域で開催することは難しいと思います。一番大事なことは、当事者の方が

何を望んでいるのかということだと思います。LGBTQ+ついての学習会などを開い

たり、パートナーシップ制度をより使いやすくしていく方を望んでおられる可能

性が高いと思っています。まず担当者、さらに関係する職員がしっかり学び、そ

れを住民の方に広げていくっていうような手順を取ることが必要だと思っていま

す。 

一部の人にしっかりと研修することも大切だと思いますが、地域の方にも理解

を深めていただくために、内部で学んだ人たちが地域の方に伝えていくような仕

組みが必要だと思います。 

令和 9 年度から予定しております共同事業で地域の方の理解を深めていただき

たいと考えています。 

自治会でも啓発ビデオ等で、啓発が進んでいると思います。できるだけ今取り

組んでいる活動も上手く取り入れていただけたらなと思いました。 

各市町の方で取り組んでいる啓発事業の方も取り入れてやっていきたいと思い

ます。 

婚活の話で、やはり出会いが大切で、力を入れないといけないと思います。こ

の前、犬好きのための婚活パーティーというイベントを目にしました。男性 10 名、

女性 10 名の募集でした。犬好きであれば話も合うし、おもしろいアイディアだと

思いました。例えば、トレッキングや山登りが好きな人を集めるのも一つの方法

だと思います。単独の市だけでやることが多いかもしれませんが、3 市 1 町でし

たら参加者が 10 名どころではなく、20 名くらいに増えると思います。業者に委

託しているということもあるかもしれませんが、3 市 1 町でアイディアを出し、

連携して開催すれば参加者も増えると思います。色んなリスクがあるとは思いま

すが、輪を広げることが大切だと思います。 

また、周知の方法に関して、やはり観光案内所やスーパーに、地元に帰ってき

た人に良さを伝えるポスターやパンフレット、リーフレットを置いてもらえたら

と思います。難しいと思うのですが、みんなが集まるところに置いてはどうかな
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という提案させていただきたいと思います。 

今回新規事業として、合同でのイベント開催も話し合ったのですが、まずはそ

れぞれの市町で開催していくというところと、参加者を集めるところが課題に

なっております。参加者が増えると、人を集めることも難しいというところと、

イベントの規模が大きくなると、労力や費用も大きくなるというところもあり、

今回については見送りをさせていただいたのですが、今後の参考にさせていただ

きたいと思います。 

（第３次北播磨広域定住自立圏共生ビジョンの素案について） 

医療連携室連携強化事業の指標について、北はりま絆ネットの運用実績は、各

市町の医療連携の成果指標として、各病院間の患者さんの情報連携をスムーズに

して、重複した検査を回避するとか、効率的に患者さんの対応をする上で、非常

に大事な指標だと思います。一方で、地域包括ケア病棟の年間病床使用率は、医

療連携の指標としてはあまり意味がないと思います。当然大切な数字ですが、各

病院でほぼ単独で行う取組ですので、この医療連携のを指標としては外しても問

題ないと思います。ご一考いただければと思います。 

担当課にも確認を取り、必要に応じて見直したいと思います。 

経緯は分からないが、甲の役割、乙の役割という記載があります。文言は甲と

乙が入れ替わっているだけで似たような記載になっています。 

この事業に対しては例えば加西市が主担当であるとか、この案件については加

東市が主担当であるとか、誰がとりまとめをしているかも良く分からないです。 

加えて、医師の相互応援も一つすごく大事なことだと思いますが、病診連携が

進んでいる自治体もあります。診療所の機能と病院の機能は異なり、診療所で色

んな測定をし、それをデータ化され、病院に送られるので、1から検査しなくても

良い取組をしている自治体があると聞きました。将来的にそのような取組もあれ

ば良いと思いました。 

加東市と加西市が中心市であるのは冒頭のどこかに書いてあるので、甲、乙と

いう記載は削除しても良いと思います。できるだけ必要でないものは、減らした

方が良いと思います。 

当初の作ったときの経緯は、資料を持ち合わせていないので分からないが、調

査研究等の甲と乙の役割分担がしにくいような事業について、同じような表記に

なっていると思います。甲と乙の役割ですが、実際の各市町との協定書に記載の

あるものを掲載しています。協定書は議会の議決を取っておりまして、取組内容、

甲の役割、乙の役割という同じ様式で記載しています。実際の協定書につきまし

ては、そのような形式で記載させていただきたいと思っているのですが、共生ビ

ジョンについては、また検討させていただければと思います。 

事業をされるときは、どこかの市が主導的にされていることになるんですか。 

事業ごとに中心市の加東市もしくは加西市のどちらかがとりまとめ市となり事

業を進めているという状況です。 

甲と乙の記載についてはご検討をお願いします。病診連携についてはご参考い

ただければと思います。 
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圏域内では北はりま絆ネットを通じて、診療所が病院に紹介をいただくときに

は、紙ベースの紹介状が基本となっています。しかし、紹介いただいた患者さん

が病院から診療所へ戻られるときは、絆ネットを通じて、患者さんの状態であっ

たり、病状のデータであったり、お薬の状態が自動的に見えるようになっていま

す。まだ、一方通行なところもありますが、両方活用できるようになれば、絆ネッ

トもさらに利用価値が高まるというふうに考えておりますので参考にさせていた

だきたいと思います。 

例えば児童虐待防止事業の事業概要で虐待防止事業を実施するという記載に

なっており、具体的な内容が分かりません。事業実施件数は 1 件というのは、各

市町が 1件ずつ実施した場合、1件ということでしょうか。また、事業費が 100 万

円で計上されてるのですが、根拠はありますか。 

この児童虐待防止事業につきまして、現在 1 市で実施している事業に、各市町か

ら参加者を募るという形だったものを、今後は各市町でそれぞれ事業を実施して、

それぞれに利用が可能な状況を作るという体制を作ることになっているため、各

市町で、具体的にどのような事業に取り組むか決まってない状況であることから、

具体的に書けていないと聞いています。各市町で１件ずつ実施した場合、４件に

なります。事業費は現在既に実施している事業の事業費です。 

最終4件実施した場合でも12万円しか増加していないのはどういうことでしょ

うか。 

各市町で想定している事業の規模から想定した金額になっています。 

事業概要について、もう少し具体的に記載した方が良いと思います。 

地域公共交通調査研究事業で JR 加古川線の年間利用人数の指標がありますが、

どこの駅の数字でしょうか。また、少子化で人口が減少する中、利用者は増えて

いくという推移になっていますが、どのような根拠でしょうか。 

それと住民窓口の相互利用事業で、この指標についても令和５年度の 768 件か

ら増加する推移になってます。この相談件数は、利用促進の広報により増えてい

くのか、トラブルの件数が増加傾向であるから増えていくと考えているのでしょ

うか。 

それから性的指向・ジェンダーアイデンティティの多様性啓発推進事業でも、

職員の研究会が指標になっていますが、目的から考えると自治会でのビデオ貸し

出し件数等の指標があっても良いと感じました。 

公共交通広域連携調査・研究事業の指標で、鉄道の年間利用人数を計上してい

ますが、JR加古川線につきましては、加東市と西脇市の全ての駅の利用者数を計

上しています。北条鉄道が通っているのが小野市と加西市になるのですが、駅ご

との利用者数が出ていません。小野市については粟生駅しかないので、粟生駅で

乗れば加西市内のどこかの駅で降りるということで利用者数に含んでも大きな影

響はないと考え、北条鉄道全ての利用者数を計上しています。 

人口が減少するのになぜ増えていくのかということについてですが、JR 加古川

線の利用者数については、西脇市でも加東市でも非常に厳しい推測になっていま

す。ただ、北条鉄道の利用者数の伸びが大きなものになっており、その分を合計

すると、少しずつ増え、今後 5年間はまだ増加の余地があると推測しています。 



担当 

委員 

委員 

委員 

2 点目の消費者行政推進事業についての指標について、年々増加していますが、

消費者トラブルを防止する目的で相談の窓口の啓発等を広げていくということ設

定しているものでございます。もちろん消費者被害がないということが一番良い

状況ではありますが、まだまだ被害が出ているような状況です。相談ができない、

未然に防止できる方が相当数いると想定し、増えて良いと思います。 

性的指向・ジェンダーアイデンティティの多様性啓発推進事業においては、住

民を対象とした合同事業を令和 9 年度から実施したい思っております。人権ビデ

オの方の貸し出しというのは各市町で既にやられていることと思います。それと

はまた別で、3市 1町で連携して行う事業を記載しています。 

各市の特産物で、加西市では、ぶどう、酒米、お酒等が書いてあるのですが、

市内企業の家電がとても人気があるので、記載してはどうかと思います。また、

観光名所で、多くのところがあり難しいのですが、加西アルプスに皆さん行って

いただきたいなと思います。観光名所等色んな検討が必要かと思います。多可町

では、巻きずしが全国的に有名なので、記載してはどうかと思います。 

固有名詞を記載しても良いのかを協議していただきたいと思います。公平性の

問題もあるので検討していただければと思います。 

重複した表現とかは省いていただき、具体的でわかりやすい表現にしてもらえ

るとありがたいなと思います 

４ その他 

今後のスケジュールについて 

５ 閉会 

副座長挨拶 


